
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
の
資
料
か
ら
、
モ
ン
テ
ベ

ル
デ
自
身
が
、
ス
マ
イ
ル
ズ
（
留
昌
屋
。
尻
目
爵
）
著
の
《
韻
⑦
富
国
の
昼
》

の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
項
を
読
ん
で
感
動
し
、
自
分
の
息
子
と
し
て
製
作

し
た
も
の
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
私
は
、
わ
が

国
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
先
ず
わ
が
子
に
牛
痘
種

痘
法
を
試
み
た
。
」
と
い
う
物
語
り
は
、
上
述
の
《
函
①
再
国
①
昼
）
の

訳
書
で
あ
る
「
西
国
立
志
編
」
に
由
来
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
が

（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
六
巻
一
号
一
九
八
○
年
）
、
モ
ン
テ
ベ
ル
デ
の
ジ

ェ
ソ
ナ
ー
像
と
そ
の
説
明
文
が
、
わ
が
国
の
物
語
り
の
背
景
の
一
つ

を
な
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
）

明
治
三
年
春
よ
り
一
年
間
岡
山
藩
医
学
館
の
教
師
を
勤
め
た
オ
ラ

ン
ダ
医
師
ロ
イ
ト
ル
が
残
し
た
解
剖
学
講
義
録
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調

査
を
昨
年
秋
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

判
明
し
た
が
、
現
在
迄
に
日
本
各
地
に
九
種
二
十
冊
の
同
一
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
を
も
つ
講
義
録
・
本
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
項
目
や
説
明
の
順
序
と
内
容
、
図
等
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
探
す
手

掛
り
と
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
旨
い
巾
嘗
ど
⑦
×
画
ロ
号
『
国
①
ぃ
（
扇
ら
１
勺
）
（
ウ
ト
レ

ヒ
ト
大
学
教
授
）
著
国
自
己
の
昏
侭
骨
２
号
聾
号
の
冒
画
侭
罵
碗
呂
昼
‐

ご
⑦
且
⑦
○
屋
号
ａ
①
冒
且
⑦
ぐ
凹
目
号
固
昌
①
９
３
（
以
後
プ
レ
ス
本
と
略

す
。
）
と
判
明
し
た
。
初
版
は
一
八
五
五
年
、
二
版
は
一
八
六
六
年
に

出
版
さ
れ
た
。
第
二
版
は
七
九
一
頁
の
印
刷
本
で
図
表
は
二
四
六
あ

ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
テ
キ

ス
ト
、
プ
レ
ス
の
解
剖
書
と
そ

の
日
本
へ
の
伝
播

１７○
石
田

２Ｊ

ハ
ル
ム
。

純

ボ
イ
ケ
ル

ス郎
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る
。
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
の
教
科
書
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
医
書
は
当
時
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
で
書
か
れ
た
も
の
が
多
か

っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
本
で
は
軍
医
の
促
成
栽
培
が
困
難
で
あ
っ
た
た

め
、
一
八
四
○
年
か
ら
一
八
六
○
年
に
か
け
て
十
八
冊
の
オ
ラ
ン
ダ

語
の
教
科
書
が
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
用
に
出
版
さ
れ
た
。
プ

レ
ス
本
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
四
番
目
の
本
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
現

在
日
本
で
は
岡
山
大
、
金
沢
大
、
慶
応
大
、
九
州
大
、
長
崎
大
、
大

阪
大
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
プ
レ
ス
本
の
出
版
以
後
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト

陸
軍
軍
医
学
校
に
在
学
、
あ
る
い
は
教
官
と
し
て
働
き
、
そ
の
後
来

日
し
た
医
師
に
は
、
ボ
ー
ド
イ
ン
、
ハ
ラ
タ
マ
、
ヨ
ン
グ
、
レ
ー
ウ

ェ
ン
、
ブ
ッ
ヶ
マ
、
ロ
イ
ト
ル
が
あ
り
、
ま
た
出
版
直
前
に
同
校
を

卒
業
し
た
者
に
ボ
ン
。
へ
、
ス
ロ
イ
ス
が
お
る
。

プ
レ
ス
本
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
た
講
義
録
、
刊
本
は
次
の
通
り
。

フ
レ
ス

①
布
列
斯
解
剖
論
（
大
坂
医
学
校
↓
東
京
医
大
蔵
）
緒
方
惟
準
が

一
八
六
八
年
に
講
義
し
た
ノ
ー
ト
の
写
本
。
原
本
の
三
九
八
頁
か
ら

四
一
四
頁
及
び
四
四
六
頁
か
ら
四
五
一
頁
に
相
当
す
る
が
、
ほ
ん
の

断
片
で
あ
る
。

マ
ソ
ス
プ
エ
ル

②
満
氏
解
剖
学
（
出
所
不
明
↓
順
天
堂
大
山
崎
文
庫
蔵
）
満
私
歌
示

多
の
講
義
録
。
年
代
と
講
義
場
所
は
不
明
。
第
一
巻
骨
学
か
ら
第
六

巻
神
経
学
迄
の
全
六
巻
。
原
本
の
ほ
ぼ
全
頁
に
わ
た
る
抄
訳
。

ロ
イ
．
ト
ル

⑧
解
剖
記
聞
（
岡
山
藩
医
学
館
↓
岡
山
大
蔵
）
魯
依
篤
兒
口
述

高
橋
鼎
蔵
訳
一
八
七
○
年
七
月
、
二
冊
の
木
版
本
と
し
て
刊
行
。

脈
本
の
八
三
頁
迄
の
抄
訳
で
、
骨
学
の
一
部
の
み
。

④
解
剖
学
講
義
録
（
岡
山
藩
医
学
館
↓
岡
山
大
学
蔵
）
生
田
安
宅

の
筆
記
本
。
一
八
七
○
年
。
筋
学
、
内
臓
学
そ
の
二
の
二
冊
の
承
現

存
。
ア
ゥ
ェ
ル
ゞ
ハ
ッ
ハ
の
神
経
叢
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
プ
レ
ス
本
の
第
一
版
に
な
く
、
第
二
版
に
の
桑
収
載
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
岡
山
の
ロ
イ
ト
ル
の
講
義
は
第
二
版
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
あ
っ
た
。
ま
た
岡
山
大
に
は
現
在
四
冊
の
プ
レ
ス
本
が
保
存
さ
れ

て
い
る
。
い
つ
の
頃
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
表
紙
に
は
十

九
冊
の
何
番
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
本
が
明
治
初
期
に
相
当
大
量

に
買
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ス
ロ
イ
ス

⑤
解
剖
学
（
金
沢
県
医
学
館
↓
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
）
斯
魯
伊
私
口

述
、
藤
本
純
吉
の
筆
記
本
。
上
中
下
の
三
冊
。
一
八
七
一
年
。
原
本

の
ほ
ぼ
全
頁
に
わ
た
る
抄
訳
だ
が
、
九
種
の
中
で
最
も
詳
し
く
良

い
。
ラ
テ
ン
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
併
記
も
あ
り
、
原
本
と
全
く
一
致

す
る
精
密
図
も
五
図
あ
る
。
ア
ウ
エ
ル
寺
ハ
ッ
ハ
の
神
経
叢
に
つ
い
て

は
触
れ
ず
。
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プ
レ
ス

⑥
布
礼
斯
氏
解
剖
学
（
金
沢
病
院
↓
慶
応
大
富
士
川
文
庫
蔵
）
山
内

計
二
の
一
八
七
七
年
の
写
本
。
ス
ロ
イ
ス
本
の
写
本
か
？
巻
の
四
の

桑
現
存
。
内
臓
学
の
一
部
。
原
本
の
二
九
一
頁
か
ら
三
七
四
頁
迄
の

抄
訳
で
あ
る
が
、
内
容
の
詳
し
さ
に
著
し
い
む
ら
が
あ
る
。

⑦
系
統
記
載
解
剖
学
（
金
沢
病
院
↓
慶
応
大
富
士
川
文
庫
蔵
）
巻
四

内
臓
部
解
剖
、
巻
六
神
経
部
解
剖
の
承
現
存
。
一
八
七
七
年
四
月
三

日
よ
り
七
八
年
九
月
二
四
日
迄
の
講
義
本
。
ホ
ル
テ
ル
マ
ン
の
講
義

か
？
山
内
計
二
の
筆
記
本
。
巻
四
は
原
本
の
二
九
一
頁
か
ら
五
十

九
頁
迄
、
巻
六
は
六
五
○
頁
か
ら
七
六
○
頁
迄
の
抄
訳
。
⑤
に
も
似

る
が
、
テ
ニ
オ
ハ
は
こ
ち
ら
の
方
が
整
っ
て
い
る
。

フ
レ
ス

⑧
布
列
斯
氏
解
剖
略
論
（
出
所
不
明
↓
順
天
堂
大
山
崎
文
庫
蔵
）
東

京
坪
井
芳
洲
翻
訳
の
講
義
本
。
年
代
不
明
。
現
在
は
上
巻
骨
学
、
巻

二
関
節
学
を
合
冊
に
し
て
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
原
本
の
一
頁
か
ら

一
六
八
頁
迄
の
抄
訳
。
奇
妙
な
こ
と
に
同
一
装
丁
の
巻
二
の
筋
肉
の

部
か
ら
巻
四
の
動
脈
の
部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
別
の
本
で
あ
る
。

フ
レ
久

“
⑨
布
列
私
解
剖
図
譜
（
思
々
斉
蔵
よ
り
刊
行
）
中
欽
哉
訳
述
。
一

八
七
二
年
刊
。
ア
ト
ラ
ス
篇
、
図
の
説
明
篇
よ
り
な
る
。
プ
レ
ス
本

第
二
版
の
図
二
四
六
の
ほ
と
ん
ど
が
忠
実
に
復
製
さ
れ
る
。
前
記
の

八
種
の
本
、
講
義
録
に
ほ
と
ん
ど
図
が
な
く
、
そ
れ
を
補
充
す
る
意

味
が
あ
っ
た
。
全
国
各
地
に
現
存
。

抄
録
提
出
後
、
長
崎
、
熊
本
、
大
阪
、
京
都
も
調
査
す
る
予
定
で

あ
り
、
若
干
の
追
加
が
見
込
ま
れ
る
。
な
お
ポ
ン
ペ
の
解
剖
学
は
、

プ
レ
ス
本
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
。

Ｄ
三
菱
水
島
病
院
小
児
科

⑳
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
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